
 

 1 / 6 CSV ファイルを Excel で編集 
 

CSV ファイルを Excel で編集する 
 

１．CSV ファイルを Excel で文字列として開く 

①Excel を開く 

②「空白のブック」を開く 

 
  



 

 2 / 6 CSV ファイルを Excel で編集 
 

 

③ データ  →  外部データの取り込み  →  テキストファイル  

  
 

④編集したい CSV ファイルを選択 →  インポート（Ｍ）  

  



 

 3 / 6 CSV ファイルを Excel で編集 
 

２．テキストファイルウィザード 

①テキストファイルウィザード -1/3 

 

 

データの形式 

→⦿カンマやタブなどの 

区切り文字によって 

フィールドごとに 

区切られたデータ（Ｄ） 

  

  

 →☑先頭行を 

   データの見出しとして 

   使用する（Ｍ） 

 

 

→ 次へ  

 

 

 

②テキストファイルウィザード -2/3 

 

 

 

区切り文字 

→□タブ（Ｔ） 

☑カンマ（Ｃ） 

 

 

→ 次へ  
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③テキストファイルウィザード -3/3 その１ 

 

 

 

データのプレビュー（Ｐ） 

→左端の列を選択 

  （選択すると黒色になる） 

 

 

 →下部の横スクロールバーで 

  右端までスクロールする 

 

 

→ shift キーを押しながら 

右端の列をクリックして、 

  全選択する 

  （全列黒色になる） 

 

 

 

 

 

 

④テキストファイルウィザード -3/3 その２ 

 

 

列のデータ形式 

→⦿文字列（Ｔ） 

 

 

→ 完了（Ｆ）  
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⑤データを配置する場所を指定して ＯＫ  

  
  

→CSV ファイルが開く 

  
 

  

「$A$1」 

＝ 「A 列 1 行目」 

「0」が消えていないを確認 
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３．Excel で編集した CSV ファイルを保存する 

① ファイル  →  名前を付けて保存  →  コンピューター  →  参照  

 
 

②ファイルの種類 ＝「CSV(カンマ区切り)(*.csv)」 

 → 保存（S）  

 
 

③ はい（Ｙ）  

 

 

④ファイルを閉じる時に保存確認メッセージが出るが、 保存（Ｓ）  ・  保存しない（Ｎ） どちらでも良い 
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